
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

えんちょうだより 
2022.6.1 西郡そよかぜこども園  

園長 上田 愛 

 

 平素より園運営にご理解・ご協力いただきありがとうございます。 

水遊びの楽しい季節です。暑さに慣れないこの時期は特に熱中症

に気をつけながら子どもたちの五感をくすぐる教育・保育に努めて

まいります。 

〇〇〇子育てって時には戦い…！？〇〇〇 

 買い物に行くたびに「これかって～」→「今日はダメ～」→「かって～（大泣）」大声で泣かれるとついつい許

してしまいますね…また、朝ごはんを食べてくれないからお菓子を食べさせると泣き止む…など子育ての中

で私も経験があります。まさに戦いですね(^_^;)子育て中は時間に追われついつい…となりがちですが、そ

こは作戦を考えましょう！買い物に行く前に「今日は買わないよ」と前もって伝える。（CM のように大人が一

緒に大声で泣くのはやめてくださいね(笑)）また、朝は空っぽのお腹に初めて食を入れる、体をつくる基礎と

なるものだと捉えて、「美味しいね～」とお子さんと一緒に食べることをまずはしてみてください。 

上にあげた作戦が上手くいくとはかぎりません。他の方法で上手くいくこともあります。子育てで悩んだ時に

は是非担任や子育て支援コーディネーターにご相談ください。一緒に作戦を考えましょう♡ 

〇〇〇事件です！！ながちゃんが行方不明に！！〇〇〇 

GWが明けた 5/8(月)にその事件は突然おきました。 

出勤し、ながちゃんの顔を見にいくとそこにはながちゃんの姿がない

ではありませんかΣ（・□・；）心臓がドキドキ。もちろん 5 歳さんにすぐ

に知らせました。大騒ぎになりみんなで捜索がはじまりました。「なが

ちゃ～んどこ～？」「美味しいミミズあげるからお願いやからでてきて

～」「ながちゃんは暗い所好きやからこの辺が怪しい」などそれぞれに

ながちゃんの普段の姿を分析し捜していましたが結局その日は見つ

からず…お部屋に戻ると海の王からの手紙が…「海の王がながちゃ

んを連れていったかも？」（いやいやそんなはずはない…(^_^;)だって

保育士は、だ～れも知らないんだもの(本当に焦りました)） 

翌々日の水曜日。5 歳の子供達は園をとびだし、道に歩いていない

か、草むらにいないか、川の近くまでいってないかと捜索範囲を広げ

ました。そして最後に立ち寄った隣の“桂人権コミュニティセンター”で

ながちゃんを探していることを伝えると、「ながちゃんってもしかしてこ

の亀のこと？」と保護してくれていました！これには子供達も大興奮だ

ったようです。園に戻ってきて興奮しながら「園長先生～ながちゃん見

つかったよ～」と嬉しそうに報告にきてくれました。ながちゃんをだっこ

して顔をみると涙が出ているようにも見えたので「ながちゃんの目から

涙がでてる」と子供達に伝えると「ほんまや。涙や」「みんなに会えて

嬉しいんやな」「ながちゃんよかったな」と子供達。生きていてくれてて

よかったと心からホッとしました。 

これからは出かける時にはちゃんと言うていってね～ 

  

◇◇◇令和 5年度の研究テーマがきまりました◇◇◇ 

小学校には教科書がありますが、こども園にはありません。では何をもって教育とするのか。それは、

子どもの姿をみとり園目標にむかうために毎年研究テーマを掲げ、職員間で学び合い教育・保育の質

の向上に努めること。質の向上が子どもたちの健やかな育ちに繋がります。では具体的な取り組みを一

部紹介します。 

→公開園内研究会を実施。園内だけでなく八尾市内の就学前施設の職員も参加して学び合います。近

隣の小・中学校の先生も参加します。 

→月に 1度、全職員が集まり夜の学習会を実施しています。→八尾市の研修会に参加します。  

→毎日ダイアリーを記入し、保育の振り返りに活用します。   

前年度の研究では“だれもが心地よく過ごす”にはどんな環境を 

準備し、声をかければよいかを追求してきました。今年度は心地 

よい環境の中“育ち合う”ことを大切にしようと話し合い、今年度の 

研究テーマを下記の通りに設定しました。 

「心も体も元気いっぱい！笑顔あふれるこども園」 

～心地よい環境で育ちあおう～ 

 

 

 

 

 今回は柵が壊れていて脱走してしまったながちゃん。普段から大切にしているからこそ大騒ぎにな

ったと思います。また、そんな機会を大切に子供達と話し合い、どうすれば見つかるかを考え合う経

験も子供達にとって大切な時間となりました。また園内だけでなくいろいろな人に協力してもらい解 

決できたことが、子供達にとって自信につながる事件となりました。これからも様々な機会を大切に

していける保育集団でありたいです。 


